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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 11 19 2 3 2 3 8 11 5 0 1 0
9 * 1 5 3 6 0 0 3 2 1 3 0 2 0 0
11 * 0 0 1 4 0 0 4 0 7 7 0 0 0 0
14 * 3 8 2 12 5 8 2 1 3 4 1 2 0 1
28 * 0 0 6 9 1 4 3 2 3 5 2 3 1 0
12 0 0 1 0 4 0 0 3 0 2 2 1 1 0 0
15 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
17 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
55 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0
96 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 2 3 1
4 15 23 58 8 15 19 9 28 37 10 8 2 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 0 1 3 4 1 1 0 0 2 2 0 1 0 0
13 * 0 3 1 5 0 2 0 0 3 3 0 1 0 0
16 * 0 0 4 13 4 4 1 2 8 10 1 0 1 1
24 * 1 6 3 9 0 0 0 2 5 7 1 0 0 0
30 * 0 0 1 2 0 2 1 5 6 11 0 2 0 0
6 0 1 2 1 4 1 3 2 0 1 1 4 2 0 0
9 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 2 0 2 0
19 0 0 0 1 1 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
20 0 4 6 0 0 2 3 2 0 3 3 5 1 0 0
22 0 0 2 2 5 2 4 1 1 2 3 2 2 1 0
23 0 0 0 1 3 0 0 3 1 6 7 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 1 2 2
6 21 18 47 11 20 13 11 37 48 15 10 4 1
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石田 浩平 2 15

0

65 198

0 - -
0 - -

15
田渕 悠人 2 2
部屋 翔大 3

14 16

0 - -

山口 大地 6 16
高石 康平

24

中村 洋紀 9 23
石橋 知裕 2 31

31

西尾 優希 7 12
保科 涼平 2 11

辻本 龍太朗 12
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198

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

主審 久田　浩嗣 副審 高野　晃平

勝ち点　4
コ ー ト

戦評
【総括】
龍谷大学とびわこ成蹊スポーツ大学との試合は、前半第1ピリオドから#7西尾を起点にびわこ得意のスピードを活
かしたプレーが多く目立つ。それに対し、龍谷大は#6橋本や#14田中を中心に力強いプレーや外からのシュートを多
用する。しかし、龍谷大はびわこの堅いディフェンスに阻まれ、中々シュートが入らない。びわこはその間にも持ち前
のプレーを活かし点差をひろげていく。第2ピリオドもその流れは変わらず、びわこ#20高石の3Pシュートが多く決ま
り、びわこはさらに勢いに乗りだす。しかし後半になると、龍谷大もシュートが入りだし、流れは龍谷大に傾きだす。そ
の後も龍谷大は攻めの姿勢を崩さず、さらに点差を縮めようとする。第4ピリオドは完全に龍谷大の流れで一気に追
い上げをみせる。#28山下や#14田中の活躍が目立ち、龍谷大は大逆転をみせ、勝利を飾る。
【第1ピリオド】
第1ピリオドは龍谷大ボールで試合がはじまる。#24中村がレイアップシュートを決めてびわこが先制点をとる。びわ
こは#7西尾を起点に得点を次々と重ねていく。それに対し、龍谷大は2-3ゾーンディフェンスで対抗し、外からの
シュートを多く狙う。しかし、びわこの堅いディフェンスからの速攻が多く決まり、点差がひらきだす。17-10でびわこ7
点リードで第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオドがはじまり、龍谷大#28山下がレイアップシュートを決め、勢いに乗るかのように思える。しかし、びわこの
堅いディフェンスに阻まれ、その後が続かない。それに対し、びわこはスピードを活かしたプレーが多く目立ち、さら
に点数を重ねていく。残り4分46秒で29-16、びわこ13点リードで龍谷大がタイムアウトをとる。びわこ#20高石の3P
シュートがよく決まり、さらにびわこは勢いに乗る。龍谷大は#6橋本を中心に点数を取るが中々追いつくことができな
い。さらに点差はひろがり、43-20でびわこ23点リードで前半を折り返す。
【第3ピリオド】
後半がはじまり、龍谷大は点数を重ね、追い上げをみせる。びわこはタイムアウトをはやくも取るが、#14田中の3P
シュートが決まり、さらに勢いに乗ろうとする。それに対し、びわこは#24中村の3Pシュートなどで応戦する。龍谷大は
前半が終わり23点差あった点差を14点差にまで追い上げた残り2分26秒49-35のところでタイムアウトをとる。その後も
龍谷大は#6橋本のシュートなどで追い上げをみせるが、びわこも#6冨岡のバスケットカウントなどで対抗する。52-38
でびわこが14点リードで第3ピリオドは終了する。
【第4ピリオド】
龍谷大は#6橋本や#14田中のシュートなどでさらに追い上げをみせ、ディフェンスも前からプレッシャーをかける。し
かし、びわこはミドルシュートや3Pシュートを確実に決め、龍谷大のさらなる追撃を許さない。残り4分33秒61-52で9
点差まで詰め寄った龍谷大はタイムアウトをとる。その後も龍谷大は果敢に攻めて徐々に点差を縮めだす。残り3分
をきり、7点差になったところから焦りからか両チーム簡単なミスが続き、中々点数が動かない。残り1分5秒65-58で7
点差となったところで龍谷大は再度タイムアウトをとり、一気に逆転を狙う。#14田中の3Pシュートが決まり、点差は4点
となる。さらに、#28山下がレイアップシュートを決め、2点差となったところでびわこがタイムアウトをとる。その後も#28
山下や#14田中の活躍により、龍谷大が逆転勝利する。
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新納 洵 0

男子 ２部リーグ戦

PTS
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橋本 将弥

２Ｐ

開始時間

龍谷大学
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刈川 真輔 0
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敗チーム
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-

PTS

0
野村 悠也 0
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滝川 恭志

0

2 20
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石井 聖也

-

萩原 大貴 0

Team / Coach:

合　　　計
28.6% 38.3%RATE

中村 友亮 -

55.0%

Team / Coach:

合　　　計
26.7% 39.7% 53.3%

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学
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冨岡 大晃 6

-
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中原　直之


